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静⽌気象衛星ひまわり

ラジオゾンデ
（⾼層気象観測）

震度計

地震計
⽕⼭カメラ

傾斜計
ひずみ計

地上気象観測
（アメダス）

気象レーダー

ウィンドプロファイラ

津波観測計

海洋気象ブイ海洋気象観測船

中層フロート

さまざまな観測（気象・地震・⽕⼭・海洋）
地上、上空、海洋など様々な場所で、様々な種類の気象データがあります。

 降⽔の分布・その強さ、
降⽔域内の⾵の分布

 （上空の）⾵

 降⽔量、気温、湿度、⾵向
⾵速、⽇照時間、積雪深

 （上空の）気温、
湿度、⾵向⾵速、
気圧

 雲、⽔蒸気 等

 ⽕⼭画像（噴煙
の⾼さ、⽕映等）

 地盤の傾斜変化や
⼭体の膨張・収縮

 計測震度
（ゆれの強さ）

 地震動の場所、
⼤きさ

 地下の岩盤の
伸び・縮み

 津波の⾼さ
（海⾯の潮位変動）

 気圧、⽔温、
有義波⾼ 等

 ⽔温、塩分、溶存
酸素量、栄養塩、
海潮流、⼆酸化炭
素濃度 等

 （海中の）⽔温、
塩分 等



地震・津波



処理・通信システム

ひまわり7号
ひまわり8号

気象庁観測施設

震度観測施設

約670箇所

地震観測施設

約300箇所

約80箇所

検潮所等

潮位観測施設

自治体・防災科学技術研究所等

震度観測施設

約3700箇所

約100箇所

検潮所等

潮位観測施設

国土交通省港湾局、国土地理
院、海上保安庁等

大学等関係機関
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震度データ

地震波形

津波波高
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データ

津波波高
(潮位)

地震波形

放
送
局
、

携
帯
電
話
会
社
等

○観測データの収集
○緊急地震速報の作成・発表

気象庁職員による24時間の監視

衛星回線

情報の伝達

観測データの伝達

凡例

バックアップ経路

商用通信衛星
N-STAR2(2機）

震度６弱以上(東京都23区内震度５強以上)：官邸緊急参集チーム会議開催
震度４以上：内閣府DIS地震早期被害推計開始
震度４～５弱以上：防衛省，海上保安庁，警察庁等の航空機による被害状

況の調査の開始
震度３以上：テレビ，ラジオによる速報

約200箇所

海底津波計等
(GPS波浪計含む)

国土交通省港湾局、海洋研究開
発機構、防災科学技術研究所等

津波観測
データ

観測点数は平成30年１月現在

津波観測
データ

約10箇所

海底津波計等

津波観測施設

○観測データのチェック、解析
○大津波警報・津波警報・注意報の作成、発表
○地震情報、津波情報等の作成、発表

気象衛星通信所(鳩山)
気象衛星ｾﾝﾀｰ(清瀬)

津波警報等

震度情報

地震・津波情報

緊急地震速報

地震津波に関する観測から情報伝達までの流れ



● 地震計 290か所
▲ 海底地震計 13か所
■ 群列地震観測システム １式

合計：304か所（平成30年1月現在）

観測網（地震）

● 気象庁 671か所
■ 地方公共団体 2917か所
▲ 防災科学技術研究所 787か所

合計：4375か所（平成30年1月現在）



観測網（津波）

津波観測計

フロート式 音波式 電波式

遠地津波観測計



⼆中枢のシステム

東京大阪



危機管理

センター

震度６弱以上

東京都23区内５強以上

緊急参集

チーム参集

内閣府

震度４以上

地震被害推計

防衛省

震度５弱以上

震度５弱以上

震度５弱以上

震度３以上

海上保安庁

警察庁

消防庁

ＮＨＫ等

報道機関
テレビ・ラジオによる

速報

震度速報

約３分後

緊急地震速報

震源に関する情報*1

地震

数秒～数十秒
（震度５弱以上を予測したとき）

約１分半後
（震度３以上を観測したとき）

津波情報

震源・震度に関する情報 約５分後
（震度３以上を観測したとき）

各地の震度に関する情報

（震度１以上を観測したとき）

推計震度分布図

（震度５弱以上を観測したとき）

津波情報

*1 津波による被害のおそれがない場合に発表。
*2 日本沿岸から150～200kmの海域で地震が発生し、緊急地震速報の技術が活用できる場合は２分程度で発表。

地震に関する情報 津波に関する情報

大津波警報・津波
警報・注意報*2

地震発⽣直後の緊急地震速報、地震情報、津波警報・注意報



緊急地震速報

緊急地震速報（警報）及び（予報）※

※ 利用にあたっては、「緊急地震速報（警報）及び（予報）について」等のページを参照し、特性や限界を十分に理解する必要があります。
http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/shikumi/shousai.html

＜発表基準＞
緊急地震速報（警報）: 最⼤震度５弱以上の揺れが予想された場合
緊急地震速報（予報）: 最⼤震度３以上⼜はマグニチュード3.5以上と予想された場合
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地震情報の種類 発表基準 内 容

震 度 速 報 ・震度３以上
地震発生約１分半後に、震度３以上を観測した地域名（全国を188地域に

区分）と地震の揺れの発現時刻を速報。

震源に関する
情報

・震度３以上
（津波警報・注意報を発表し
た場合は発表しない）

地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）を発表。
「津波の心配がない」または「若干の海面変動があるかもしれないが被害
の心配はない」旨を付加。

震源・震度に
関する情報

・震度３以上
・津波警報・注意報発表時
・若干の海面変動がある場合
・緊急地震速報（警報）発表時

地震の発生場所（震源）やその規模（マグニチュード）、震度３以上の地域
名と市町村名を発表。
震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手していない地点がある場
合は、その市町村名を発表。

各地の震度に
関する情報

・震度１以上

震度１以上を観測した地点のほか、地震の発生場所（震源）やその規模
（マグニチュード）を発表。
震度５弱以上と考えられる地域で、震度を入手していない地点がある場
合は、その地点名を発表。

その他の
情報

・顕著な地震の概要、震源要
素を更新した場合や地震が
多発した場合など

顕著な地震の概要を簡潔に記載したもの、震源要素更新のお知らせや
地震が多発した場合の震度１以上を観測した地震回数情報等を発表。

推計震度分布図 ・震度５弱以上
観測した各地の震度データをもとに、１km四方ごとに推計した震度（震度

４以上）を図情報として発表。

地震情報の種類 発表基準 内 容

遠地地震に
関する情報

・国外でM7.0以上
・M7.0未満でも著しい被害の
可能性があるもの

概ね30分以内に、地震の発生時刻、発生場所（震源）やその規模（マグニ

チュード）を発表。日本や国外への津波の影響に関しても記述。

【参考】地震に関する情報の種類



⻑周期地震動に関する情報（試⾏）

高層ビルは、短い周期の揺れは逃がすようにできているが、長い周期の揺れが
あると共振し、大きく・長く揺れることがある。

建物の揺れやすい周期（固有周期）は
高さによって異なり、一般的に高いビル
ほど長い固有周期をもつ。同じ地面の
揺れでも、建物の高さによって揺れ方
は異なり、地面の揺れの周期と建物の
固有周期が一致すると、その建物は大
きく揺れる。

● ⻑周期地震動とは



⻑周期地震動に関する情報（試⾏）



① 予め様々な震源位置で数種類のマグニチュード、断層を想定して津波の数値シミュレーションを実施し、
津波の高さや到達時刻などをデータベースに格納

② 発生した地震の震源位置やマグニチュードに基づき、データベースから津波の計算結果を検索し、
それに基づいて津波警報・注意報を発表
※ 第１報は最悪のケース（傾斜角45度の逆断層、最も早い／高い津波の到達時刻・高さ）を、

全国66に分けた津波予報区単位で、地震発生後３分程度で発表

③ 詳細なマグニチュードや断層の特定後、データベースを再検索し、津波警報・注意報を早期更新・解除

津波警報、注意報

震源の位置
地震の規模（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ）
断層種類（第１報は傾斜45度の逆断層）

8m以上

8m～2m

4m～2m
2m～1m
1m以下

8m以上

8m～2m

4m～2m
2m～1m
1m以下

8m以上

8m～2m

4m～2m
2m～1m
1m以下

データベース津波
データベース

地震発生

数値シミュレーション
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全国を６６の津波予報区に区分

津波予報区
数値での発表

（津波の高さ予想の区分）
巨大地震の
場合の発表

１０ｍ超
(10ｍ＜予想高さ)

１０ｍ
(5ｍ＜予想高さ≦10ｍ)

５ｍ
(3ｍ＜予想高さ≦5ｍ)

津波警報
予想される津波の高さが高いところで１ｍを
超え、３ｍ以下の場合。

３ｍ
(1ｍ＜予想高さ≦3ｍ)

高い

津波注意報
予想される津波の高さが高いところで０．２
ｍ以上、１ｍ以下の場合であって、津波に
よる災害のおそれがある場合。

１ｍ
(0.2ｍ≦予想高さ≦1ｍ)

（表記しない）

種類 発表基準

発表される津波の高さ

大津波警報
予想される津波の高さが高いところで３ｍを
超える場合。

巨大

発表される場合 内　容

津波が予想されないとき 津波の心配なしの旨を地震情報に含めて発表

0.2ｍ未満の海面変動が予想さ
れたとき

高いところでも0.2ｍ未満の海面変動のため被害の心配はなく、特段
の防災対応の必要がない旨を発表

津波注意報解除後も海面変動
が継続するとき

津波に伴う海面変動が観測されており、今後も継続する可能性が高
いため、海に入っての作業や釣り、海水浴などに際しては十分な留意
が必要である旨を発表

種　類 内　容

津波到達予想時刻・ 予想される
津波の高さに関する情報

各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想される津波の高さを発
表
（予想される津波の高さは、大津波警報、津波警報・津波注意報を参
照）

各地の満潮時刻・津波到達予想
時刻に関する情報

主な地点の満潮時刻・津波の到達予想時刻を発表

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表

沖合の津波観測に関する情報
沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖合の観測値から推定され
る沿岸での津波の到達時刻や高さを津波予報区単位で発表

大津波警報・津波警報・津波注意報

津波予報

津波に関する情報

【参考】津波に関する情報の種類



火山



観測（⽕⼭）
（地域）火山監視・警報センター

（札幌、仙台、東京、福岡）

全国111の活火山を監視
（このうち50火山を常時監視）

観測データ

情報発表

自治体
関係機関
住民等

地元の気象台・火山防災連絡事務所
（火山防災官・火山防災調整係長）

火山噴火予知連絡会



平成28年12月より、全ての常時観測火山（50火山）について観測データをHPに掲載

気象庁HPによる⽕⼭観測データの公開

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/open‐data/data_index.html

地域毎にプルダウンメニューから火山を

選択し、「データ表示」ボタンをクリックして
データを閲覧



気象庁HPによる⽕⼭観測データの公開

桜島を選択した場合の例



平成28年12月より、全ての常時観測火山（50火山）について観測データをHPに掲載

気象庁HPによる⽕⼭観測データの公開

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/open‐data/data_index.html

サイドメニューから
監視カメラ画像等も閲覧可能



N32°

N28°

N24°

E140° E144°

札幌

仙台

東京

福岡

沖縄

小笠原諸島

活火山

センター

システム

⼆中枢のシステムと４つの（地域）⽕⼭監視・警報センター



噴⽕速報



噴火警戒レベルは、レベルに応じた「警戒が必要な範囲」と「とるべき防災対応」が市町村・
都道府県の「地域防災計画」の中で定められた火山において、運用されている。

噴火警戒レベルは、噴火警報・予報に付して発表される。

「警戒が必要な範囲」のイメージ

警戒が必要な範囲

警戒が必要な範囲
Ｂ
市

レベルとキーワード

居住地域

及び

それより

火口側

噴火警報
(居住地域)

火口から

居住地域

近くまで

火口周辺

火口内等

噴火警報
(火口周辺)

警報・予報 対象範囲

避難準備

入山規制

火口周辺

規制

避難

噴火予報

又は
火口周辺警報

又は

噴火警報

活火山である
ことに留意

※噴火警報（居住地域）は、特別警報に位置づけられる

※

⽕⼭警報・予報と噴⽕警戒レベル



噴火警戒レベルに応じた防災対応は、火山ごとに地域防災計画で定められている。

登山道の入り口に設置された看板

山麓の道路標識

2008～2009年の浅間山の噴火の例

山頂火口

500m

2km

4km

居住地域

居住地域

噴⽕警報と交通規制等の関係



降灰予報
降灰予報とは、噴火後、どこにどれだけの火山灰が
降るかについて伝える情報。

活動が活発化している火山では、「もしも今日、噴火が
起こるとしたら、この範囲に降灰があります」という事前
の情報を提供。

噴火直後には、風に流される小さな噴石が降る範囲に
ついても速報。

噴火から 5 – 10 分 噴火から 20 - 30 分

火山の近くで降灰や
小さな噴石の落下が
始まる。

降灰や小さな噴石の落下
により人の生活に影響を
及ぼしうる火山

火山から離れた場所で
降灰が始まる。

噴火前 噴火

降灰量階級表

降灰予報（定時） 降灰予報（速報） 降灰予報（詳細）

噴火発生直後、事前に計算した
想定噴火のうち際的なものを抽
出し、１時間以内の降灰量分布
や小さな噴石の落下範囲を、噴
火後５～10分程度で速やかに
発表

噴火発生後、観測した噴煙高を
用いて、精度よい降灰量分布や
降灰開始時刻を計算し、６時間
先までの詳細な予報を、噴火後
20～30分程度で発表

噴火の可能性が高い火山に、想
定した噴煙高を用いて、18時間先

までに噴火した場合の降灰範囲
や小さな噴石の落下範囲を定期
的に発表

2013/8/18 16:31
桜島 5,000m



登⼭者向けの特設HP、しおり、リーフレット・・・



航空路⽕⼭灰情報
火山灰によって引き起こされる航空機の

災害を避けるため、東京航空路火山灰

情報センター（東京VAAC）は、民間航空

会社、航空関係機関、気象監視局等に

航空路火山灰情報を、テキスト及び図

形式で提供している。

VA ADVISORY
DTG: Issued time
VOLCANO: Volcano name
PSN: Volcano position
・・・
INFO SOURCE: Information source
・・・
ERUPTION DETAILS: Eruption Details
OBS VA DTG: Observed time
OBS VA CLD: Current ash extent/movement
FCST VA CLD: Forecast information
RMK: Other information/comment
NXT ADVISORY: When next advisory issued

航空路火山灰情報（テキスト） 航空路火山灰情報（図）

OBS (T+0) FCST (T+6)

FCST (T+12) FCST (T+18)



○ 噴火警報及び噴火予報以外の解説を主とする情報

種 類 概要及び発表の時期

火山の状況に関する解説情報
火山性地震や微動の回数、噴火等の状況や警戒事項について、必要に応
じて定期的または臨時に解説する情報

火山活動解説資料
地図や図表を用いて、火山活動の状況や警戒事項について、定期または
必要に応じて臨時に解説する資料

週間火山概況 過去一週間の火山活動の状況や警戒事項をとりまとめた資料

月間火山概況 前月一ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料

○ そのほかの情報 いずれの情報も「気象庁のホームページ」に掲載されます。

噴火速報
登山者等が命を守るための行動を取れるよう、噴火が発生した事実を迅
速、端的かつ的確に伝える情報

噴火に関する火山観測報 噴火が発生した時に、発生時刻や噴煙高度等をお知らせする情報

月間火山概況発表に合せた

「火山の状況に関する解説情報」
毎月の月間火山概況の発表にあわせて、全国の活火山の噴火警報・予報
の発表状況をお知らせする情報

降灰予報（定時・速報・詳細）
と火山ガス予報

噴火の発生と対応行動の関係より、求められる発表のタイミングや内容
が異なることから、噴火後に、どこに、どれだけの量の火山灰が降るか
について、「降灰予報（定時）」「降灰予報（速報）」「降灰予報（詳
細）」の３種類の情報として発表する。

居住地域に長期間影響するような多量の火山ガスの放出がある場合に、
火山ガスの濃度が高まる可能性のある地域をお知らせする。（現在は、
三宅島のみを対象に実施。）

【参考】⽕⼭に関する情報の種類



終


